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国
際
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歩
み

海外リポート

　
2
0
1
0
年
、
中
国
は
経
済
規
模
で
日
本
を
抜
い
て

世
界
第
２
位
に
躍
り
出
ま
し
た
。こ
の
経
済
成
長
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
は
人
民
元
に
関
す
る
規
制
緩

和
を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
人
民
元
は
、
中
国
国
内
の
み
で
流
通
す

る
通
貨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
対
外
的
な

決
済
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
中
国
が
進
め
る
規
制
緩
和
の
中
で

貿
易
等
に
関
す
る
人
民
元
の
活
用
が
徐
々
に
拡
大
さ

れ
る
方
向
に
あ
り
、
中
国
国
外（
オ
フ
シ
ョ
ア
）で
の

人
民
元
の
流
通
が
増
大
す
る
等
、
そ
の
存
在
感
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
足

場
を
固
め
つ
つ
あ
る
香
港
よ
り
、
変
化
を
続
け
る
人
民

元
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
外
国
為
替
市
場
と
い
う
と
変
動

相
場
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
ま
す
が
、

そ
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
30
〜
40
年
程
度
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。そ
れ
ま
で
は
、
通
貨
の
裏
付
け
に
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）

を
用
い
る
制
度
や
、
為
替
相
場
を
人
為
的
に
管
理
し
て

固
定
相
場
制
に
す
る
等
、
試
行
錯
誤
す
る
期
間
が
続
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
界
経
済
が
次
第
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

中
で
こ
れ
ら
の
制
度
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
変
動
相

場
制
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。現
在
、
先
進
諸
国
間

で
は
「
通
貨
の
価
値
は
自
由
に
市
場
で
決
め
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
不
公
正

な
競
争
上
の
優
位
を
守
る
為
の
為
替
操
作
等
は
（
基
本

的
に
）行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
中
国
は
現
在
で
も
為
替
相
場
の
変

動
幅
を
人
為
的
に
一
定
範
囲
に
保
つ
制
度
を
採
用
し

て
お
り
、
完
全
な
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。未
だ
人
民
元
の
水
準
は
割
安
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
為
、
ゆ
っ
く
り
と
人
民
元
高
米
ド
ル
安

が
進
行
す
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　
経
済
規
模
で
は
世
界
第
２
位
の
大
国
に
な
っ
た
中

国
で
す
が
、
国
内
で
は
今
で
も
貧
富
の
格
差
が
大
き
い

上
、
沿
海
部
と
内
陸
部
の
地
域
間
格
差
も
存
在
し
て
い

ま
す
。そ
の
為
、国
民
の
不
満
を
抑
え
る
に
は
、高
い
経

済
成
長
を
実
現
す
る
よ
う
な
経
済
運
営
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
、
日
本
に
お
い
て
、
為
替
制
度
の
規
制
緩
和
の

過
程
で
急
速
な
円
高
が
進
ん
だ
こ
と
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
中
国
は
急
激
な
環
境
の
変
化（
人
民
元
高
）を

回
避
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　
中
国
政
府
は
、
人
民
元
の
規
制
緩
和
を
行
う
中
で
、

10
年
７
月
以
降
、
人
民
元
の
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
（
中
国

国
外
の
市
場
）の
本
格
稼
動
を
認
め
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
上
海
が
外
国
為
替
市
場
の
中
心
で

あ
り
、
市
場
の
参
加
者
は
基
本
的
に
中
国
国
内
に
拠
点

を
持
つ
金
融
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。中
央
銀
行

（
中
国
人
民
銀
行
）は
、
こ
こ
で
人
民
元
相
場
を
人
為
的

に
管
理
し
て
い
ま
す
。一
方
、
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
香
港
で
す
。中
国
国
内
の
人
民

元
「
C
N
Y
」
に
対
し
て
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
は

「
C
N
H
」と
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
上
海
市
場
へ
の

参
加
が
出
来
な
い
商
業
銀
行
も
香
港
で
C
N
H
を
売

買
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
市
場
で
の
取
引
の
結
果

と
し
て
決
ま
っ
て
く
る
為
、
中
央
銀
行
が
規
制
す
る

C
N
Y
と
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
同
一
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
図
２
）。基
本
的
に
C
N
H
は
C
N
Y
か
ら
遮

断
さ
れ
て
お
り
、
利
鞘
目
的
の
取
引
等
に
は
C
N
H
相

場
の
み
が
利
用
さ
れ
ま
す
。一
方
で
、
貿
易
等
の
実
需

取
引
に
は
C
N
H
だ
け
で
な
く
C
N
Y
相
場
の
利
用

も
認
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
、
両
者
の
レ
ー
ト
が
大
き

く
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
10
年
秋
に

C
N
Y
に
対
し
て
C
N
H
が
大
幅
に
割
高
と
な
っ
た

際
に
は
、
中
国
の
輸
入
企
業
が
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
香

港
企
業
に
対
し
て
元
決
済
（
C
N
Y
支
払
に
よ
り
商
品

を
購
入
）
し
、
C
N
H
と
し
て
市
場
で
米
ド
ル
等
に
換

金
す
る
動
き
が
一
部
で
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

貿
易
取
引
を
通
じ
て
裁
定
取
引
の
機
会
を
捉
え
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
両
者
は
金
利
に
つ
い
て
も
水
準
が
異
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
も
大
き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
（
12
年
２
月

現
在
の
現
地
金
融
機
関
１
年
物
定
期
預
金
金
利
：

C
N
Y
3
・
5
％
、C
N
H
0
・
6
％
程
度
）。そ
の
為
、

金
利
の
低
い
香
港
で
C
N
H
と
し
て
調
達
し
、
金
利
の

高
い
中
国
本
土
へ
送
金
し
て
活
用
す
る
等
、
こ
こ
で
も

裁
定
機
会
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。但
し
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
上
海
と
香
港
は
基
本
的
に
遮
断
さ
れ

て
お
り
、
国
境
を
越
え
て（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
）の
資
金

移
動
は
貿
易
等
の
実
需
取
引
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
為
、
投
機
等
の
機
会
が
生
ま
れ
や
す
い
と
思
わ
れ

る
資
本
取
引
に
つ
い
て
は
個
別
認
可
が
必
要
と
な
る

等
、今
後
の
規
制
緩
和
が
待
た
れ
る
の
が
実
態
で
す
。

　
09
年
７
月
に
は
人
民
元
貿
易
決
済
が
一
部
開
放
さ

れ
、
10
年
６
月
に
は
そ
の
取
引
範
囲
や
地
域
等
の
拡
大

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。中
国
本
土
の
輸
入
企
業
に
よ
る

香
港
企
業
へ
の
人
民
元
支
払
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
対
応

し
て
香
港
に
お
け
る
C
N
H
預
金
残
高
が
急
速
に
積

み
上
が
っ
て
お
り
、11
年
末
に
は
5,
8
0
0
億
元
程
度

（
約
７
兆
1,
0
0
0
億
円
）に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、人
民
元
建
て
の
資
金
調
達
に
関
す
る
環
境

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。07
年
６
月
に
は
中
国
人
民

銀
行
認
可
の
も
と
で
、
本
土
銀
行
に
よ
る
香
港
で
の
人

民
元
建
て
債
券
の
発
行
が
解
禁
さ
れ
た
他
、
10
年
６
月

に
は
香
港
企
業
や
外
国
企
業
に
よ
る
香
港
で
の
人
民

元
建
て
債
発
行
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
長
市
場
で
あ
る
中
国
に
お
け
る
資
金
需
要
は
、

今
後
も
拡
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。資
金
が
集

ま
る
と
と
も
に
調
達
環
境
も
先
ん
じ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
香
港
は
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
人
民
元
ビ
ジ
ネ
ス

を
取
り
込
み
つ
つ
、
今
後
の
金
融
都
市
間
競
争
で
も
一

つ
の
優
位
性
を
持
つ
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。中
国
は

長
期
的
に
は
上
海
を
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
C
N
Y
と
C
N
H

の
分
離
運
営
が
続
く
当
分
の
間
は
、
香
港
が
人
民
元

の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
続

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　　
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
グ
ル
ー
プ
内
の
香
港
法
人
と

中
国
法
人
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
香
港
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
柔
軟
で
有
利
な
為
替
リ
ス
ク

管
理
や
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
為
、
人
民
元
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
、
当
面

は
グ
ル
ー
プ
企
業
間
で
の
取
引
で
活
用
さ
れ
や
す
い

状
況
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
中
国
政
府
が
更
な
る
規
制
緩
和
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
人
民
元
決
済
に
よ
る
貿
易
の
拡
大

や
人
民
元
建
て
資
産
へ
の
投
資
機
会
の
拡
大
等
、
よ
り

一
般
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
こ

と
も
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
人
民
元
が
国
際
的
に
そ
の
経
済
規
模
に
見
合
っ
た

存
在
感
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
か
、
今
後
も
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅
　
大
輔
）
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は
じ
め
に

1
２
つ
の
人
民
元（
C
N
Y
と
C
N
H
）

3

オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
の
中
心
、

香
港

4

規
制
緩
和
途
上
の
人
民
元

2

今
後
に
つ
い
て

5

中国銀行（香港）が元決済の精算銀行に就任。
香港のオフショア人民元市場のインフラを支え
ている。

香港企業や海外企業により発行された人民元建て債券は中華料理になぞらえ、
点心債（ディムサムボンド）と呼ばれている。

香港と中国間のイミグレーションを行き来する人々。中国に
隣接し、経済の結びつきが強いのが香港の強みの一つと
なっている。

出所:Bloomberg

図１　対米ドルでの中国元（ＣＮＹ）の動き

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

20
02
/0
2/
01

20
03
/0
2/
01

20
04
/0
2/
01

20
05
/0
2/
01

20
06
/0
2/
01

20
07
/0
2/
01

20
08
/0
2/
01

20
09
/0
2/
01

20
10
/0
2/
01

20
11
/0
2/
01

20
12
/0
2/
01

CNY

（米ドル）

出所:Bloomberg

図2　CNYとCNHの推移
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人民元に関する規制緩和が進む香港。ATMで香港ドル建て預金を人民元キャッシュ
で引き出すことも可能。

人民元高米ドル安
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人
民
元
国
際
化
の
歩
み
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2
0
1
0
年
、
中
国
は
経
済
規
模
で
日
本
を
抜
い
て

世
界
第
２
位
に
躍
り
出
ま
し
た
。こ
の
経
済
成
長
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
は
人
民
元
に
関
す
る
規
制
緩

和
を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
人
民
元
は
、
中
国
国
内
の
み
で
流
通
す

る
通
貨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
対
外
的
な

決
済
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
中
国
が
進
め
る
規
制
緩
和
の
中
で

貿
易
等
に
関
す
る
人
民
元
の
活
用
が
徐
々
に
拡
大
さ

れ
る
方
向
に
あ
り
、
中
国
国
外（
オ
フ
シ
ョ
ア
）で
の

人
民
元
の
流
通
が
増
大
す
る
等
、
そ
の
存
在
感
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
足

場
を
固
め
つ
つ
あ
る
香
港
よ
り
、
変
化
を
続
け
る
人
民

元
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
外
国
為
替
市
場
と
い
う
と
変
動

相
場
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
ま
す
が
、

そ
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
30
〜
40
年
程
度
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。そ
れ
ま
で
は
、
通
貨
の
裏
付
け
に
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）

を
用
い
る
制
度
や
、
為
替
相
場
を
人
為
的
に
管
理
し
て

固
定
相
場
制
に
す
る
等
、
試
行
錯
誤
す
る
期
間
が
続
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
界
経
済
が
次
第
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

中
で
こ
れ
ら
の
制
度
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
変
動
相

場
制
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。現
在
、
先
進
諸
国
間

で
は
「
通
貨
の
価
値
は
自
由
に
市
場
で
決
め
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
不
公
正

な
競
争
上
の
優
位
を
守
る
為
の
為
替
操
作
等
は
（
基
本

的
に
）行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
中
国
は
現
在
で
も
為
替
相
場
の
変

動
幅
を
人
為
的
に
一
定
範
囲
に
保
つ
制
度
を
採
用
し

て
お
り
、
完
全
な
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。未
だ
人
民
元
の
水
準
は
割
安
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
為
、
ゆ
っ
く
り
と
人
民
元
高
米
ド
ル
安

が
進
行
す
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　
経
済
規
模
で
は
世
界
第
２
位
の
大
国
に
な
っ
た
中

国
で
す
が
、
国
内
で
は
今
で
も
貧
富
の
格
差
が
大
き
い

上
、
沿
海
部
と
内
陸
部
の
地
域
間
格
差
も
存
在
し
て
い

ま
す
。そ
の
為
、国
民
の
不
満
を
抑
え
る
に
は
、高
い
経

済
成
長
を
実
現
す
る
よ
う
な
経
済
運
営
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
、
日
本
に
お
い
て
、
為
替
制
度
の
規
制
緩
和
の

過
程
で
急
速
な
円
高
が
進
ん
だ
こ
と
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
中
国
は
急
激
な
環
境
の
変
化（
人
民
元
高
）を

回
避
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　
中
国
政
府
は
、
人
民
元
の
規
制
緩
和
を
行
う
中
で
、

10
年
７
月
以
降
、
人
民
元
の
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
（
中
国

国
外
の
市
場
）の
本
格
稼
動
を
認
め
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
上
海
が
外
国
為
替
市
場
の
中
心
で

あ
り
、
市
場
の
参
加
者
は
基
本
的
に
中
国
国
内
に
拠
点

を
持
つ
金
融
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。中
央
銀
行

（
中
国
人
民
銀
行
）は
、
こ
こ
で
人
民
元
相
場
を
人
為
的

に
管
理
し
て
い
ま
す
。一
方
、
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
香
港
で
す
。中
国
国
内
の
人
民

元
「
C
N
Y
」
に
対
し
て
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
は

「
C
N
H
」と
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
上
海
市
場
へ
の

参
加
が
出
来
な
い
商
業
銀
行
も
香
港
で
C
N
H
を
売

買
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
市
場
で
の
取
引
の
結
果

と
し
て
決
ま
っ
て
く
る
為
、
中
央
銀
行
が
規
制
す
る

C
N
Y
と
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
同
一
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
図
２
）。基
本
的
に
C
N
H
は
C
N
Y
か
ら
遮

断
さ
れ
て
お
り
、
利
鞘
目
的
の
取
引
等
に
は
C
N
H
相

場
の
み
が
利
用
さ
れ
ま
す
。一
方
で
、
貿
易
等
の
実
需

取
引
に
は
C
N
H
だ
け
で
な
く
C
N
Y
相
場
の
利
用

も
認
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
、
両
者
の
レ
ー
ト
が
大
き

く
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
10
年
秋
に

C
N
Y
に
対
し
て
C
N
H
が
大
幅
に
割
高
と
な
っ
た

際
に
は
、
中
国
の
輸
入
企
業
が
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
香

港
企
業
に
対
し
て
元
決
済
（
C
N
Y
支
払
に
よ
り
商
品

を
購
入
）
し
、
C
N
H
と
し
て
市
場
で
米
ド
ル
等
に
換

金
す
る
動
き
が
一
部
で
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

貿
易
取
引
を
通
じ
て
裁
定
取
引
の
機
会
を
捉
え
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
両
者
は
金
利
に
つ
い
て
も
水
準
が
異
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
も
大
き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
（
12
年
２
月

現
在
の
現
地
金
融
機
関
１
年
物
定
期
預
金
金
利
：

C
N
Y
3
・
5
％
、C
N
H
0
・
6
％
程
度
）。そ
の
為
、

金
利
の
低
い
香
港
で
C
N
H
と
し
て
調
達
し
、
金
利
の

高
い
中
国
本
土
へ
送
金
し
て
活
用
す
る
等
、
こ
こ
で
も

裁
定
機
会
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。但
し
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
上
海
と
香
港
は
基
本
的
に
遮
断
さ
れ

て
お
り
、
国
境
を
越
え
て（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
）の
資
金

移
動
は
貿
易
等
の
実
需
取
引
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
為
、
投
機
等
の
機
会
が
生
ま
れ
や
す
い
と
思
わ
れ

る
資
本
取
引
に
つ
い
て
は
個
別
認
可
が
必
要
と
な
る

等
、今
後
の
規
制
緩
和
が
待
た
れ
る
の
が
実
態
で
す
。

　
09
年
７
月
に
は
人
民
元
貿
易
決
済
が
一
部
開
放
さ

れ
、
10
年
６
月
に
は
そ
の
取
引
範
囲
や
地
域
等
の
拡
大

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。中
国
本
土
の
輸
入
企
業
に
よ
る

香
港
企
業
へ
の
人
民
元
支
払
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
対
応

し
て
香
港
に
お
け
る
C
N
H
預
金
残
高
が
急
速
に
積

み
上
が
っ
て
お
り
、11
年
末
に
は
5,
8
0
0
億
元
程
度

（
約
７
兆
1,
0
0
0
億
円
）に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、人
民
元
建
て
の
資
金
調
達
に
関
す
る
環
境

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。07
年
６
月
に
は
中
国
人
民

銀
行
認
可
の
も
と
で
、
本
土
銀
行
に
よ
る
香
港
で
の
人

民
元
建
て
債
券
の
発
行
が
解
禁
さ
れ
た
他
、
10
年
６
月

に
は
香
港
企
業
や
外
国
企
業
に
よ
る
香
港
で
の
人
民

元
建
て
債
発
行
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
長
市
場
で
あ
る
中
国
に
お
け
る
資
金
需
要
は
、

今
後
も
拡
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。資
金
が
集

ま
る
と
と
も
に
調
達
環
境
も
先
ん
じ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
香
港
は
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
人
民
元
ビ
ジ
ネ
ス

を
取
り
込
み
つ
つ
、
今
後
の
金
融
都
市
間
競
争
で
も
一

つ
の
優
位
性
を
持
つ
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。中
国
は

長
期
的
に
は
上
海
を
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
C
N
Y
と
C
N
H

の
分
離
運
営
が
続
く
当
分
の
間
は
、
香
港
が
人
民
元

の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
続

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　　
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
グ
ル
ー
プ
内
の
香
港
法
人
と

中
国
法
人
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
香
港
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
柔
軟
で
有
利
な
為
替
リ
ス
ク

管
理
や
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
為
、
人
民
元
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
、
当
面

は
グ
ル
ー
プ
企
業
間
で
の
取
引
で
活
用
さ
れ
や
す
い

状
況
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
中
国
政
府
が
更
な
る
規
制
緩
和
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
人
民
元
決
済
に
よ
る
貿
易
の
拡
大

や
人
民
元
建
て
資
産
へ
の
投
資
機
会
の
拡
大
等
、
よ
り

一
般
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
こ

と
も
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
人
民
元
が
国
際
的
に
そ
の
経
済
規
模
に
見
合
っ
た

存
在
感
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
か
、
今
後
も
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅
　
大
輔
）

海外リポート 人民元国際化の歩み海外リポート 人民元国際化の歩み

は
じ
め
に

1
２
つ
の
人
民
元（
C
N
Y
と
C
N
H
）

3

オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
の
中
心
、

香
港

4

規
制
緩
和
途
上
の
人
民
元

2

今
後
に
つ
い
て

5

中国銀行（香港）が元決済の精算銀行に就任。
香港のオフショア人民元市場のインフラを支え
ている。

香港企業や海外企業により発行された人民元建て債券は中華料理になぞらえ、
点心債（ディムサムボンド）と呼ばれている。

香港と中国間のイミグレーションを行き来する人々。中国に
隣接し、経済の結びつきが強いのが香港の強みの一つと
なっている。

出所:Bloomberg

図１　対米ドルでの中国元（ＣＮＹ）の動き
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図2　CNYとCNHの推移
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人民元に関する規制緩和が進む香港。ATMで香港ドル建て預金を人民元キャッシュ
で引き出すことも可能。

人民元高米ドル安
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人
民
元
国
際
化
の
歩
み

海外リポート

　
2
0
1
0
年
、
中
国
は
経
済
規
模
で
日
本
を
抜
い
て

世
界
第
２
位
に
躍
り
出
ま
し
た
。こ
の
経
済
成
長
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
、
中
国
は
人
民
元
に
関
す
る
規
制
緩

和
を
続
行
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
人
民
元
は
、
中
国
国
内
の
み
で
流
通
す

る
通
貨
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
対
外
的
な

決
済
等
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
中
国
が
進
め
る
規
制
緩
和
の
中
で

貿
易
等
に
関
す
る
人
民
元
の
活
用
が
徐
々
に
拡
大
さ

れ
る
方
向
に
あ
り
、
中
国
国
外（
オ
フ
シ
ョ
ア
）で
の

人
民
元
の
流
通
が
増
大
す
る
等
、
そ
の
存
在
感
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
中
国
の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
足

場
を
固
め
つ
つ
あ
る
香
港
よ
り
、
変
化
を
続
け
る
人
民

元
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
外
国
為
替
市
場
と
い
う
と
変
動

相
場
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
ま
す
が
、

そ
の
歴
史
は
ま
だ
浅
く
、
30
〜
40
年
程
度
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。そ
れ
ま
で
は
、
通
貨
の
裏
付
け
に
金
（
ゴ
ー
ル
ド
）

を
用
い
る
制
度
や
、
為
替
相
場
を
人
為
的
に
管
理
し
て

固
定
相
場
制
に
す
る
等
、
試
行
錯
誤
す
る
期
間
が
続
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
界
経
済
が
次
第
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

中
で
こ
れ
ら
の
制
度
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
変
動
相

場
制
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。現
在
、
先
進
諸
国
間

で
は
「
通
貨
の
価
値
は
自
由
に
市
場
で
決
め
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
価
値
観
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
不
公
正

な
競
争
上
の
優
位
を
守
る
為
の
為
替
操
作
等
は
（
基
本

的
に
）行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
中
国
は
現
在
で
も
為
替
相
場
の
変

動
幅
を
人
為
的
に
一
定
範
囲
に
保
つ
制
度
を
採
用
し

て
お
り
、
完
全
な
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。未
だ
人
民
元
の
水
準
は
割
安
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
為
、
ゆ
っ
く
り
と
人
民
元
高
米
ド
ル
安

が
進
行
す
る
と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

　
経
済
規
模
で
は
世
界
第
２
位
の
大
国
に
な
っ
た
中

国
で
す
が
、
国
内
で
は
今
で
も
貧
富
の
格
差
が
大
き
い

上
、
沿
海
部
と
内
陸
部
の
地
域
間
格
差
も
存
在
し
て
い

ま
す
。そ
の
為
、国
民
の
不
満
を
抑
え
る
に
は
、高
い
経

済
成
長
を
実
現
す
る
よ
う
な
経
済
運
営
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
過
去
、
日
本
に
お
い
て
、
為
替
制
度
の
規
制
緩
和
の

過
程
で
急
速
な
円
高
が
進
ん
だ
こ
と
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
中
国
は
急
激
な
環
境
の
変
化（
人
民
元
高
）を

回
避
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　　
中
国
政
府
は
、
人
民
元
の
規
制
緩
和
を
行
う
中
で
、

10
年
７
月
以
降
、
人
民
元
の
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
（
中
国

国
外
の
市
場
）の
本
格
稼
動
を
認
め
ま
し
た
。

　
中
国
国
内
で
は
上
海
が
外
国
為
替
市
場
の
中
心
で

あ
り
、
市
場
の
参
加
者
は
基
本
的
に
中
国
国
内
に
拠
点

を
持
つ
金
融
機
関
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。中
央
銀
行

（
中
国
人
民
銀
行
）は
、
こ
こ
で
人
民
元
相
場
を
人
為
的

に
管
理
し
て
い
ま
す
。一
方
、
オ
フ
シ
ョ
ア
市
場
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
は
香
港
で
す
。中
国
国
内
の
人
民

元
「
C
N
Y
」
に
対
し
て
、
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
は

「
C
N
H
」と
し
て
区
別
さ
れ
て
お
り
、
上
海
市
場
へ
の

参
加
が
出
来
な
い
商
業
銀
行
も
香
港
で
C
N
H
を
売

買
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
市
場
で
の
取
引
の
結
果

と
し
て
決
ま
っ
て
く
る
為
、
中
央
銀
行
が
規
制
す
る

C
N
Y
と
C
N
H
の
為
替
レ
ー
ト
は
同
一
で
は
あ
り

ま
せ
ん
（
図
２
）。基
本
的
に
C
N
H
は
C
N
Y
か
ら
遮

断
さ
れ
て
お
り
、
利
鞘
目
的
の
取
引
等
に
は
C
N
H
相

場
の
み
が
利
用
さ
れ
ま
す
。一
方
で
、
貿
易
等
の
実
需

取
引
に
は
C
N
H
だ
け
で
な
く
C
N
Y
相
場
の
利
用

も
認
め
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
、
両
者
の
レ
ー
ト
が
大
き

く
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
10
年
秋
に

C
N
Y
に
対
し
て
C
N
H
が
大
幅
に
割
高
と
な
っ
た

際
に
は
、
中
国
の
輸
入
企
業
が
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
香

港
企
業
に
対
し
て
元
決
済
（
C
N
Y
支
払
に
よ
り
商
品

を
購
入
）
し
、
C
N
H
と
し
て
市
場
で
米
ド
ル
等
に
換

金
す
る
動
き
が
一
部
で
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

貿
易
取
引
を
通
じ
て
裁
定
取
引
の
機
会
を
捉
え
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
両
者
は
金
利
に
つ
い
て
も
水
準
が
異
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
も
大
き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
（
12
年
２
月

現
在
の
現
地
金
融
機
関
１
年
物
定
期
預
金
金
利
：

C
N
Y
3
・
5
％
、C
N
H
0
・
6
％
程
度
）。そ
の
為
、

金
利
の
低
い
香
港
で
C
N
H
と
し
て
調
達
し
、
金
利
の

高
い
中
国
本
土
へ
送
金
し
て
活
用
す
る
等
、
こ
こ
で
も

裁
定
機
会
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。但
し
、
先

述
し
た
よ
う
に
、
上
海
と
香
港
は
基
本
的
に
遮
断
さ
れ

て
お
り
、
国
境
を
越
え
て（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
）の
資
金

移
動
は
貿
易
等
の
実
需
取
引
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
る
為
、
投
機
等
の
機
会
が
生
ま
れ
や
す
い
と
思
わ
れ

る
資
本
取
引
に
つ
い
て
は
個
別
認
可
が
必
要
と
な
る

等
、今
後
の
規
制
緩
和
が
待
た
れ
る
の
が
実
態
で
す
。

　
09
年
７
月
に
は
人
民
元
貿
易
決
済
が
一
部
開
放
さ

れ
、
10
年
６
月
に
は
そ
の
取
引
範
囲
や
地
域
等
の
拡
大

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。中
国
本
土
の
輸
入
企
業
に
よ
る

香
港
企
業
へ
の
人
民
元
支
払
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
対
応

し
て
香
港
に
お
け
る
C
N
H
預
金
残
高
が
急
速
に
積

み
上
が
っ
て
お
り
、11
年
末
に
は
5,
8
0
0
億
元
程
度

（
約
７
兆
1,
0
0
0
億
円
）に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、人
民
元
建
て
の
資
金
調
達
に
関
す
る
環
境

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。07
年
６
月
に
は
中
国
人
民

銀
行
認
可
の
も
と
で
、
本
土
銀
行
に
よ
る
香
港
で
の
人

民
元
建
て
債
券
の
発
行
が
解
禁
さ
れ
た
他
、
10
年
６
月

に
は
香
港
企
業
や
外
国
企
業
に
よ
る
香
港
で
の
人
民

元
建
て
債
発
行
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
長
市
場
で
あ
る
中
国
に
お
け
る
資
金
需
要
は
、

今
後
も
拡
大
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。資
金
が
集

ま
る
と
と
も
に
調
達
環
境
も
先
ん
じ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
香
港
は
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
人
民
元
ビ
ジ
ネ
ス

を
取
り
込
み
つ
つ
、
今
後
の
金
融
都
市
間
競
争
で
も
一

つ
の
優
位
性
を
持
つ
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。中
国
は

長
期
的
に
は
上
海
を
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
い

く
こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
す
が
、
C
N
Y
と
C
N
H

の
分
離
運
営
が
続
く
当
分
の
間
は
、
香
港
が
人
民
元

の
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
し
続

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　　
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
グ
ル
ー
プ
内
の
香
港
法
人
と

中
国
法
人
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
香
港
の
オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
柔
軟
で
有
利
な
為
替
リ
ス
ク

管
理
や
資
金
調
達
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
為
、
人
民
元
の
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
は
、
当
面

は
グ
ル
ー
プ
企
業
間
で
の
取
引
で
活
用
さ
れ
や
す
い

状
況
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
但
し
、
中
国
政
府
が
更
な
る
規
制
緩
和
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
人
民
元
決
済
に
よ
る
貿
易
の
拡
大

や
人
民
元
建
て
資
産
へ
の
投
資
機
会
の
拡
大
等
、
よ
り

一
般
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
こ

と
も
十
分
に
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
人
民
元
が
国
際
的
に
そ
の
経
済
規
模
に
見
合
っ
た

存
在
感
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
か
、
今
後
も
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
香
港
駐
在
員
事
務
所
　
菅
　
大
輔
）

海外リポート 人民元国際化の歩み海外リポート 人民元国際化の歩み

は
じ
め
に

1
２
つ
の
人
民
元（
C
N
Y
と
C
N
H
）

3

オ
フ
シ
ョ
ア
人
民
元
市
場
の
中
心
、

香
港

4

規
制
緩
和
途
上
の
人
民
元

2

今
後
に
つ
い
て

5

中国銀行（香港）が元決済の精算銀行に就任。
香港のオフショア人民元市場のインフラを支え
ている。

香港企業や海外企業により発行された人民元建て債券は中華料理になぞらえ、
点心債（ディムサムボンド）と呼ばれている。

香港と中国間のイミグレーションを行き来する人々。中国に
隣接し、経済の結びつきが強いのが香港の強みの一つと
なっている。

出所:Bloomberg

図１　対米ドルでの中国元（ＣＮＹ）の動き
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図2　CNYとCNHの推移
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人民元に関する規制緩和が進む香港。ATMで香港ドル建て預金を人民元キャッシュ
で引き出すことも可能。

人民元高米ドル安
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近
年
、
日
本
で
は
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
が
、
既
に
市
民
権
を
得

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
程
浸
透
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
か
、
肥
満
対
策

と
し
て
日
本
で
も
烏
龍
茶
や
杜
仲
茶
と
い
っ
た

中
国
の
お
茶
の
人
気
は
根
強
く
、
こ
こ
大
連
に
あ

る
中
国
茶
の
専
門
店
や
販
売
店
で
も
、
日
本
人
観

光
客
等
が
利
用
し
て
い
る
光
景
を
よ
く
目
に
し

ま
す
。

　
今
回
は
、「
お
茶
」発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
る

中
国
の
お
茶
事
情
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
先
述
の
通
り
、
お
茶
の
発
祥
地
は
中
国
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
括
り
に「
お
茶
」と
言
っ
て
も

そ
の
種
類
は
多
く
、
中
国
各
地
で
1,
0
0
0

種
類
以
上
も
の
お
茶
が
生
産
さ
れ
専
門
店
等
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
産
地
に
つ
い
て
も
、

西
南
、華
南
、江
南
、江
北
と
大
き
く
４
つ
の
地
域

（
茶
区
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
各
茶
区
の
主
な
産
地
を
挙
げ
る
と
、「
西
南

茶
区
」が
雲
南
省
、
貴
州
省
、
四
川
省
、「
華
南

茶
区
」が
広
西
省
、
広
東
省
、
福
建
省
、
台
湾
、

「
江
南
茶
区
」が
江
西
省
、湖
南
省
、安
徽
省
南
部
、

浙
江
省
、
江
蘇
省
南
部
、「
江
北
茶
区
」が
安
徽
省

北
部
、江
蘇
省
北
部
、河
南
省
で
す
。特
に
江
南
茶

区
は
、
09
年
の
中
国
国
内
生
産
量
1
3
5
・
9
万

ト
ン
の
う
ち
約
４
割
近
く
を
占
め
る
最
大
の
生

産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
茶
の
種
類
に
つ
い
て

は
、
茶
葉
の
発
酵
度
合
い

に
よ
っ
て
、
緑
茶
、
白
茶
、

黄
茶
、青
茶
、紅
茶
、黒
茶

の
６
種
類
と
花
茶
に
大
き

く
分
類
さ
れ
ま
す
。ち
な

み
に
、
日
本
で
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
烏
龍
茶
は
「
青

茶
」、黒
烏
龍
茶
は「
黒
茶
」

で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
お
茶

の
効
能
を
簡
単
に
紹
介
す

る
と
、
緑
茶
は
新
陳
代
謝

の
促
進
、
白
茶
は
解
熱
作

用
、
黄
茶
は
発
熱
作
用
、

青
茶
は
疲
労
回
復
、
紅
茶

は
胃
の
機
能
強
化
、
黒
茶

は
脂
肪
分
解
の
促
進
等
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
等
の
花
茶
は
、
美
容
効
果
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
国
は
世
界
最
大
の
お
茶
生
産
国
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
と

1
9
8
0
年
の
生
産
量
は
30
・
4
万
ト
ン
と
、
09

年
の
僅
か
４
分
の
１
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
し

た
。こ
の
理
由
と
し
て
66
年
か
ら
10
年
間
続
い
た

文
化
大
革
命
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。お
茶
は
贅
沢
の

象
徴
と
さ
れ
、
そ
の
生
産
が
制
限
さ
れ
た
結
果
、

価
格
が
高
騰
し
一
般
庶
民
に
は
手
が
届
か
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
近
年
は
、
中
国
政
府
主
導
の
も

と
、
お
茶
の
生
産
及
び
需
要
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
生
産
量
及
び
輸
出
量
も
年
々
増
加
し
、

価
格
も
低
下
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。但
し
、
産
地

で
あ
る
中
国
南
部
で
は
日
常
的
な
飲
み
物
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ま
だ
北
部
で
は
贈

答
品
や
来
客
用
飲
料
と
し
て
の
利
用
が
大
半
の

為
、
中
国
全
土
で
の
需
要
拡
大
に
は
も
う
少
し
時

間
を
要
す
る
よ
う
で
す
。

　
日
本
人
訪
中
者
数
は
、
こ
こ
数
年
3
0
0
万
人

を
超
え
て
お
り
、
10
年
は
約
3
7
3
・
1
万
人
が

中
国
を
訪
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。お
茶
専
門
店
の

話
で
は
、
以
前
と
比
べ
て
健
康
の

為
に
購
入
し
て
い
く
日
本
人
が
増

加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
中
国
で
も
生
活
水
準
の
向

上
に
伴
う
食
生
活
の
変
化
に
よ
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
「
肥
満
」
人
口
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
2
0
1
0

年
時
点
で
３
億
2,
5
0
0
万
人

に
達
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
に
伴
い
、健
康
へ
の
意
識

も
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、所
得
水
準
の
上
昇
に
よ
り
、

中
国
の
一
般
庶
民
に
も
お
茶
が
身

近
な
存
在
と
な
っ
た
際
に
は
、一
気

に
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
拡
大
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

1.
は
じ
め
に

2.
お
茶
の
産
地
と
種
類

3.
お
茶
の
生
産
と
歴
史

4.
最
後
に

中国のお茶事情

海　 外
トピックス

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
レ
ー
ニ
ー　
久
保
田　
卓
）

表１　中国国内におけるお茶の生産量及び輸出量、輸出金額

出所：中華人民共和国国家統計局

(単位：トン、万米ドル）

生産量
輸出量
輸出金額

934,857
286,563
48,431

2005
1,028,064
286,594
54,692

2006
1,165,500
289,436
60,714

2007
1,257,600
296,940
68,226

2008
1,358,642
302,952
70,495

2009

表２　日本人訪中者数の推移

出所：中国国家観光局（東京）

(単位：万人）

訪中者数 374.9
2006

397.7
2007

344.6
2008

331.8
2009

373.1
2010
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